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会社概要
本社所在地 〒111-0043 東京都台東区駒形1-4-18

創立 1953年

設立 1954年10月

資本金 1億円

事業内容 プラスチック板、プラスチック加工品及びプラスチック関連商品、成形材料、
機械・工具の販売、用途開発

役員 代表取締役 緑川 忠男
取締役 渡辺 元行
取締役 安藤 敏則
取締役 堀内 彰

事業所 仙台営業所
横浜営業所
静岡営業所
名古屋営業所
大阪支店
九州事業所

業平ストックセンター
松戸ストックセンター
戸田ストックセンター
大阪ストックセンター
名古屋ストックセンター
福岡ストックセンター
北九州ストックセンター

認証取得 ISO14001（JQA 全事業所）
かながわSDGsパートナー（横浜営業所）
さがみはらSDGsパートナー（横浜営業所）
いしのまきSDGsパートナー（仙台営業所） 緑川化成工業 本社



緑川化成工業の特長 ～プラスチック専門商社として～

アクリル、塩ビ、ポリカーボネート、PET、ABS、
エンプラ、ペレット、内装シート、人工大理石、
マーキングフィルム、インクジェットメディア etc…

多彩な取り扱いメーカー・商品により
✓ 豊富な素材の情報提供が可能
✓ メーカーとの協業が可能



緑川化成工業の特長 ～製品メーカーとして～

循環型再生アクリル板
「リアライト」

再生アクリルペレット
「リアペレット」

ペットボトルリサイクル板
「リアペットA」

スチロール板
「MKスチロール」

人工大理石洗面ボウル
「ビュール」

アクリル製竹
「透ける竹」

低発泡AES板
「MK発泡プレートAES-U」

MKブランド商品例

「世の中にはない」、「こんな商品があっ
たら良い」、を叶えるソリューション＆商
品開発を行なっています。



緑川化成工業の特長
～ワンストップソリューション～

各メーカー様
約100社

本社 / 結城第一工場 / 結城第二工
場 / 新潟工場 / 藤岡工場 / 磐田工場 
/ 戸田工場

⚫ POP・SP企画・デザイン・設計・制作・アッ
センブリ・ロジスティクス

⚫ 真空・圧空・射出成形による産業機器部材及
び商品ディスプレイの製作。

シーシービー
株式会社

店舗空間におけるVMDディスプレイツー
ルから店舗内装までの企画・デザイン・
設計・製作・施工業務

東京 / 大阪 / 迪茜(上海)展示設計有限公司

⚫ トップライト（パラドーム）
⚫ アミューズメント・産業機器向けプラスチック成形加工品の設計・製作
⚫ 商品陳列備品の企画・設計・製作・施工
⚫ 屋内外のサインの企画・設計・製作・施工

建材営業部 / SP事業部 / 環境施設部 / 出雲工場 / 名古屋工場 / 浜野工場

協力業者様
約3000社

お問合せ

ヒアリング

コーディネート

設計・デザイン

お見積り

試作

製作・量産

納品

アステックス
株式会社

ディーシーイ
ンターナショ

ナル
株式会社



自主回収・再資源化事業計画 大臣認定

当社の飛沫防止パーテーション回収の取り組みが、

経済産業省及び環境省より『プラスチックに係る資

源循環の促進等に関する法律』に基づく自主回収・

再資源化事業計画の第1号認定を受けました。

自主回収・再資源化事業計画とは？

使用済プラスチック使用製品の自主回収・再資源化への取組を
促進することを目的とした制度です。

廃棄物を収集・運搬・処分する場合には、廃棄物処理法に基づ

き業の許可が必要とされていますが、自主回収・再資源化事業

計画の認定を受けた事業者は、計画の範囲において、業の許可

が不要となり、許可を持たない製造・販売者事業者自らによる

回収などの柔軟な再資源化を実施することができます。

どの地域に適応されますか?

茨城県、栃木県、群馬県、埼玉県、千葉県、東京都、神奈川県



ステークホルダーに対し最大限に
SDGsの取り組みを実感させる循環
型のノベルティーの配布。

プラスチックに係る資源
循環の促進等に関する法
律

製造・販売事業者等による自主
回収・再資源化事業計画 大臣
認定

2023年4月19日認定取得

緑川化成工業独自の

回収プラスチック

識別・再生技術

一般的な廃棄方法
コロナ終息による

パーテーション

撤去

コロナ感染対策として

アクリル製飛沫防止パーテーション
を設置。

国内想定流通量＝５万㌧

当社販売シェア：約3割

アクリル(押出)＝マテリサ可能種

アクリル（キャスト）＝ケミカルリサイ
クル

塩ビ、PET、ポリカ、PS、他

・官公庁、病院、学校

・企業、オフィス

・駅、銀行など公共機関

・飲食店、フードコート

・百貨店、スーパー

素材の識別
が課題

再資源化で
環境保護に貢献

産業廃棄物処理費用の出費

ノベルティーの製作

循環させた樹脂を使用する事
で、CO2の削減、資源の有効
活用が可能となるSDGs製品

再生アクリルペレット
『リアペレット』誕生

リアペレットは高純度、高
品質のアクリル原料

再生アクリルシート
『リアライト』として

再度市場へ

ディスプレーや看板に再利し
て頂く循環型材料

緑川化成工業のプラスチック再生プログラム

飛沫防止パネル回収・再資源化事業

有価物買取りor

回収

識別

再資源化

再商品化



ネームプレート
（本体：再生アクリル＋印刷＋取付ピン）

アクリル定規
（本体：再生アクリル＋印刷）

スマホスタンド
（本体：再生アクリル＋印刷）

フォトフレーム or カードディスプレイ
（フレーム：再生アクリル＋化粧ビス）

フォトフレーム
（背面：再生コルク カバー：再生アクリル）

飛沫防止パネル回収品を原料としたノベルティ例

全ての商品において製品デザイン、設計、製作、納品まで一貫体制でご対応可能です。



飛沫防止パネル回収品を原料としたノベルティ例

アクリルスタンド
（本体：再生アクリル＋印刷）

アクリルランプシェード
（本体：再生アクリル）

アクリルディスプレイ
（本体：再生アクリル）

アクリルスタンド
（本体：再生アクリル）

アクリルチャーム
（本体：再生アクリル）



使用済みプラスチックの素材別処理方法

アクリル → 再生アクリルペレット「リアペレット」
再生アクリル板「リアライト」

ポリカ → 再生ポリカ原料として国内使用
※再生ポリカ板の原料として使用検討中

PS   → 再生PS原料として国内使用

PET → 再原料化方法の検討中
※A-PET、G-PETへ識別を行ない再資源化、再商品化を検討中

塩ビ → 再資源化後の用途検討中

【課題】
アクリル以外の素材の再資源化、再商品化手法・技術の確立



ご清聴ありがとうございました。
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